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第 2 四半期累計期間業績予想との差異 
および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
平成 24 年 11 月７日に公表いたしました平成 25 年９月期第２四半期累計期間（平成 24 年 10 月１日～平

成 25 年３月 31 日）の連結業績予想および個別業績予想との差異について、下記のとおりお知らせいたしま

す。また、最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年 9 月期通期の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、

併せてお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成 25 年９月期第２四半期累計期間(平成 24 年 10 月１日～平成 25 年３月 31 日)の業績予想との差異 
 
(1) 連結業績                                   （単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益

 
前回予想（A） 

  
7,742 611 625

 
314 

円  銭

140.41
今回予想（B） 7,180 370 407 204 91.06
増減額（B－A） ▲562 ▲241 ▲217 ▲110 －

増減率（％） ▲7.3 ▲39.5 ▲34.8 ▲35.1 －

(ご参考)前年同期実績 

平成24年9月期第2四半期 
7,599 743 766 361 161.29

 
(2) 個別業績                            （単位：百万円） 
 売上高 経常利益 四半期純利益 1 株当たり四半期純利益 
 
前回予想（A） 

 
5,412 555 300

円 銭 

133.84 
今回予想（B） 5,169 440 260 116.26 
増減額（B－A） ▲243 ▲115 ▲39 － 
増減率（％） ▲4.5 ▲20.7 ▲13.1 － 
(ご参考)前年同期実績 

平成24年9月期第2四半期 
5,467 758 397 177.19 

 
(3) 差異の理由 

主力のマーケティング事業におきましては、当社（個別）では、使用説明書や修理書等の企画・編集・

制作を行うカスタマーサポート・マーケティングについて、工作機械分野における案件増加があったもの

の、自動車関連分野において中国を仕向地とするものを中心に案件の減少などがあり、また、業務標準化

や商品教育・販売教育・技術教育などの企画・運営を行うインターナル・マーケティングについて、自動

車関連分野における案件の取り込みが進捗しなかったことを受け、計画比減少いたしました。一方、お取

引先の製品を訴求する販売促進や広告宣伝・広報などの企画・運営を行うエクスターナル・マーケティン



グについて、医療関連分野において、スマートデバイス対応のアプリコンテンツ・Web プロモーションの

案件増加があったほか、自動車関連分野においても、タブレット端末を利用した販促コンテンツの制作案

件の増加があり、計画比増加いたしました。また、自動車の使用説明書・修理書の印刷や一般商業印刷な

どを行うトータルプリンティングも計画比増加いたしました。 
丸星株式会社（以下、丸星）では、カスタマーサポート・マーケティングについて、自動車関連分野に

おいて予定案件の延期があったほか、案件の取り込みが進捗せず、計画比減少いたしました。 
システム開発事業におきましては、主要なお取引先からの案件受注が伸び悩み、計画比減少いたしまし

た。以上の結果、連結業績における売上高は 7,180 百万円（前回予想比 562 百万円減、同 7.3％減）とな

りました。 
営業利益は、当社（個別）では売上高の減少と売上総利益率の低下により計画比 121 百万円減少いたし

ました。また、丸星でも、売上高の減少と売上総利益率の低下により、計画比 115 百万円減少いたしまし

た。以上の結果、連結業績における営業利益は 370 百万円（前回予想比 241 百万円減、同 39.5％減）と

なりました。これらの影響を受け、その他の利益項目につきましては、経常利益は 407 百万円（前回予想

比 217 百万円減、同 34.8％減）、四半期純利益は 204 百万円（前回予想比 110 百万円減、同 35.1％減）

となりました。 
 

 
２．平成 25 年９月期通期（平成 24 年 10 月１日～平成 25 年９月 30 日）の業績予想の修正 
 
(1) 連結業績                                   （単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益

 
前回予想（A） 

 
15,334 

 

1,257 1,289
 

640 

円  銭

285.38
今回予想（B） 14,350 710 763 348 155.35
増減額（B－A） ▲983 ▲547 ▲526 ▲291 －

増減率（％） ▲6.4 ▲43.5 ▲40.8 ▲45.6 －

(ご参考)前期実績 
平成 24 年 9 月期 

14,986 1,230 1,283 530 236.34

 
(2) 個別業績                            （単位：百万円） 
 売上高 経常利益 当期純利益 1 株当たり当期純利益 
 
前回予想（A） 

  
10,508 1,141 616

円  銭 

274.72 
今回予想（B） 9,849 770 445 198.47 
増減額（B－A） ▲659 ▲370 ▲171 － 
増減率（％） ▲6.3 ▲32.5 ▲27.8 － 
(ご参考)前期実績 
平成 24 年 9 月期 

10,729 1,224 583 260.22 

 
(3) 修正の理由 

カスタマサポート･マーケティングについて、当社の自動車関連分野における使用説明書案件、修理書

案件の減少が大きいことにより、売上高は 14,350 百万円（前回予想比 983 百万円減、同 6.4％減）とな

る見込みです。 
また、この影響を受けまして、利益面におきましても、営業利益は 710 百万円（前回予想比 547 百万

円減、同 43.5％減）、経常利益は 763 百万円（前回予想比 526 百万円減、40.8％減）、当期純利益は 348
百万円（前回予想比 291 百万円減、45.6％減）と、前回予想を下回る見込みです。 

 
※上記の修正予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

                                             以 上 


